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佐世保市立山手小学校

学校だより ５月号 平成２８年 ５月 ９日

校 長 山本 一臣
山手小学校ホームページ：「佐世保市立山手小学校」で検索すると御覧いただけます。

めざす子ども像

● 心豊かな子ども
● 自ら学ぶ子ども
● 元気な子ども

ゴールデンウィークそして運動会
山々の息吹を感じ、さわやかな季節となってき

ました。ゴールデンウイークも終わりましたが、
それぞれご家族で楽しい休日を過ごされたことと
思っています。
先日の授業参観・懇談・PTA 総会への参加お忙

しい中ありがとうございました。子どもたちの元 歓迎集会・歓迎遠足
気に学習する様子を見ていただいたものと思いま 去る１５日、新１年生を迎えての歓迎遠足を行い
す。それから、先日の歓送迎会では、大変お世話 ました。初めの方にも少し書きましたが、まず、体
になりありがとうございました。 育館での歓迎集会では、運営委員会の進行のもとみ
さて、１年生が入学してそろそろ１ヶ月になろ んなで楽しくゲームをしました。１年生の自己紹介

うとしていますが、６年生のお世話もあり学校に では、一人一人自分の夢や好きなことなどについて、
もずいぶん慣れてきているところです。上の写真 元気よく発表することができました。
は歓迎集会の様子です。みんなで１年生を歓迎し その後中央公園に向けて出発し、おいしいお弁当
ながら楽しいひとときを過ごしました。 と自由時間で楽しい一日を過ごしました。帰りは１
５月２９日に運動会を予定しています。運動会 年生も少し疲れた様子でしたが、思い出に残る春の

の本格的な練習がこれからはじまりますが、この 一日になったものと思います。
練習を通して、一回り大きく成長していくことを
楽しみにしています。子どもたちの頑張る姿を見
ていただきたいと思いますので、運動会当日はま
たよろしくお願いいたします。

お知らせ

６月は、「いのちを見つめる強調月間」です。
今年も、この期間にじっくりと子どもたちと共
に命や人の心について考え、感じさせたいと思
っています。６月１日の全校朝会における校長
講話からスタートします。下記の時刻より行う
予定です。保護者・地域の方々も自由に聞いて
いただければと考えていますので、よろしくお
願いいたします。

記
校長講話
６月１日（水）８：１５～８：３０
体育館にて行います。
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５月行事予定

１日（日）少年の日
２日（月）家庭訪問⑤ 検査検査（２年）
３日（火）祝・憲法記念日
４日（水）祝・みどりの日
５日（木）祝・こどもの日
６日（金）家庭訪問（３,５年）予備日
９日（月）心の状況調査（２～６年）

１０日（火）体育朝会
１１日（水）耳鼻科検診（１,３,５年）尿検二次
１２日（火）全体練習・眼科検診（１年）
１３日（金）内科検診（１,３年）
１５日（日）家庭の日
１７日（火）全体練習・内科検診（４,５年）
１９日（木）全体練習・食育の日
２０日（金）心臓検診（１年）
２５日（水）総練習・検尿３次
２７日（金）全体練習・会場設営
２９日（日）運動会
３０日（月）振替休日（運動会予備日）

１年生給食開始

避難訓練
第１回目の避難訓練を行いました。第１回目の大

きな目的は、避難経路の確認です。１年生にとって
は初めての訓練でしたが、落ち着いて避難すること
ができました。この日は、大分・熊本の方で大きな
地震災害が起こっていることから、地震に対する避
難の仕方等についても話をしました。

一番大切なもの

①普通の家庭 ②栄養管理の行き届いた施設
③非行を犯した厚生母子寮 の３グループについ
てそれぞれ１００名の子どもの発達を数年にわた
って調査した。

防犯ブザー贈呈式 ③母子寮の子どもは、普通の子どもと同じよう
１２日、本校において防犯ブザー贈呈式が行わ に成長していったが、②の施設の子どもは高い死

れました。この日は、佐世保地区防犯協会の川口 亡率と低い発達指数を示した。９１人のうち小学
会長様初め、佐世保警察署の方からもお越しいた ２年生までに３４人が死亡。４歳までいた２１人
だき、１年生に防犯ブザーをお贈りいただくと共 のうち発達指数は４５程度。全く歩行できなかっ
に、防犯教室も行っていただきました。これから た者５名。スプーンで食事がとれない子どもが１
も関係機関と連携を図りながら、子どもたちの安 ２名。排泄がうまくできない子が６名。話せる子
全を守っていきたいと思っています。 １名。全く話せない子が６名いた。

＜ RAスピッツやWゴールドファーブの研究＞
「子どもは栄養と衛生の不足によって死ぬので

はない。抱きしめられるなど肌のふれ合いの欠乏
によって死ぬのである。子どもにとってよい親と
は栄養や衛生について知識が豊富な親ではない。
例え非行歴があっても、子どもとのつきあいにた
っぷり時間を取って話を聞いてくれる親である。
知的発達の遅れも、親子の『心の絆が引き裂かれ
ること』で起こる。」

平成２８年２月、市 P連研究大会
長崎女子短期大学長 浦川末子氏の講演より
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